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This study evaluated the sustainability with reference to the sustainability indicators of World 
Tourism Organization. In addition, we made a selection of the target area and the selection of 
appropriate data to investigate organized and tourism statistics. We have evaluated the sustainability 
target as tourist destinations in Nagano Prefecture, using a total of 35, which is calculated from the 
collection and management aspects of social, economic and environmental. Also, we analyzed the use 
and conservation of tourism resources in historical city planning law and activation method for the 
central city. In consequence, we gained knowledge that will lead to the sustainability of tourism. 














































































































































把握する．指標の基本構造を図 2 に示す．WTO は社会・
経済・環境・管理の 4 つの基軸により全ての指標が位置
づけられている．次に，これらの基軸から 13 の大分類の
















































































































































表 2 観光地単位での我が国の観光統計 
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表 1 WTOの課題の選択と開発の整理表(3) 
＊：ベースライン指標課題 ○:本研究より重要と判断した課題 































 （２）JTB 及び JTBF の観光統計調査 
JTB宿泊白書及び JTBF旅行者動向調査の概要を表 3に
示す．JTBF の調査では全国 16 歳以上の個人を対象とし
て，2010 年からインターネット調査を行っている．サン
プル数は 1．4 万人，観光地のサンプルは 45 地点である．
収録内容は行ってみたい旅行先，来訪経験など旅行者の
観光地に対する意識や経験を調査している． 










































市計画区域内に属する 114 地点を対象観光地とした．  






























































































表 4 47都道府県の観光地点単位の観光統計調査 






































































































































































































































































    
    
  季節変動係数　    月あたり平均観光客数　
     ピーク月の観光客数
     
     の  の売場面積    
















A 基準及び B 基準を設け評価を行う．また，各指標の性












から 3.0 点台が多く 34 地点，次に 3.0 から 3.5 点台が 28




示す．また表 6 の P，L，T_Acc 指標との関係を見出すた
めに徒歩到達圏と駅・警察署・医療機関・消防署及び施


































示す．表 6 の各指標を 4 基軸ごとに平均値を取ったもの，

































































































表 7 図 3の算出に伴う留意点 
図 3 Ecn指標算出のフローチャート 
点数 総合得点上位5位 点数 総合得点下位5位
4.31 善光寺(長野市) 1.94 入笠山(伊那市)





















2-2.5 2.5-3 3-3.5 3.5-4 4～
総合得点のヒストグラム
500m 




た．また，Sea 及び Hot 指標では温泉・健康が最も高く 4
点であった．自然では Inf 指標が最も高い結果となった．

















18 年の 8,522 人に対して，最新値は 10,310 人である．設
定水準は 1.17 とほぼ同等であるが，指標改善効果につい






































大社の持続可能性指標は Inf，Emp 指標が 2 点，Sea 指標
が 1 点である．季節変動が大きい観光地では安定的な雇

















飯田市 中心市街地における歩行者・自転車通行 人/日 6,968 9,000 8,390
塩尻市 中心市街地内の歩行所通行量 人/日 4,926 5,560 4,919
長野市 善光寺仁王門前の歩行者・自転車通行量 人/日 8,552 10,000 10,310
中心市街地の歩行者交通量 人／日 22,404 24,257 -
中心市街地にある上田城跡公園周辺施設
利用者数
人／年 174,754 180,000 -
上田市
表 9 4都市における達成目標の一部(2013年 1月時点) 
基準値（A) 目標値(B) 最新値（C) 設定水準(B)/(A)
指標改善効果
（C)/(A)






































































































































































































































(1) ケーススタディは今までに 1996 年，2004 年の資料で紹介され




(2) 日本旅行業協会によると，我が国の国内宿泊旅行者は 2003 年
の 3．2 億人以降，減少を続けており，2010 年では 3 億人を切
っている現状である． 


















(8) 指標略称は以下の通り．Pop: Population， P_Acc: Public Access， 
L_Acc: Life Access， T_Acc: Transportation  Access， Ecn: 
Economic effect， Hot: Hotel business， Ret: Retail， Sea: 
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東御市 2012.6 30,696 宿場町 海野区域 60 71 －
表 11 歴まち法認定都市の概要 
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